
「相関電子系における光誘起現象」

超高速赤外分光でみる光誘起棺転移の初期過程

強相関童子系における光誘起絶縁体 金雇転移はどのようにはじまるのだろうか?我々は、典

型的な有機伝導体である二次元 ET(BEDT-TTF)握を対象に、赤外、テラヘルツ超高速分光による

研究を行っている。これまでの研究から、再じ ET分子からなる二次元電子系で、あっても、その分子

配列によって、光誘題相転移の初期過程は大きく異なることがわかってきたO 図に、電荷秩序系

(α-(EThI3(a)， B-(EThRbZn(SCN)ib))と、ダイマーモット系(lC(d-ET)zCu[N(CN)z]Br(c))の分

子配列と、光誘起金属状態の生成を反映する反射率変化の時開発展を示す。電荷秩序系 ((a)，

(b))において観測される<30 fsの瞬時応答は、分子需の電荷移動や分子内振動の時間スケーノレ

にも匹敵することから、格子変位によるものではなく電子的なプロセスと考えるのが自然である[1・410

一方、 ETダイマー格子からなるダイマーモット系、 1C(d-ET)zCu[N(CN)z]Br (c)で、は、ダイマー内の

分子配置の変化によって、クーロンエネルギ~Udim が減少し、'"'-'1 psを経て金属状態の生成に至る

と考えられる [510

ところで、光励起によって電子分極が生成する時聞は、たかだか数フェムト秒(波長1.5ミクロンの

場合、一馬期，-..，_，4fs)である。また、絶議体 金属転移が、分子関にまたがる巨視的な電子状態の

変化である以上、分子簡の電荷移動の時間スケール('"'-' 40 fs)が光誘起絶縁体-金属転移の待問

スケールを考える上で、のひとつの目安となる。実際に電荷秩序系では、それに近い超高速志答が観

測されている。一方、ダイマーモット系における金属の生成時間C"'-'1 ps)は、それらのスケーノレに比

べあまりにも長い。その問、電子や

分子は何を待っているのだろう

か?電子棺関によって ET分子上

に局在した電荷は、高層波の分子内

振動(周期~20 fs)と強く相互作用し

ていることを考産するならば、金員状

態の生成以前にそのような分子振動

が何らかの役割を果たしていることも

予想される。励起波長依存性などの
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図 二次元 ET塩の分子配列と反射率変化の時開発屡
結果から、ダイマーモット絶縁体に

おける光誘起絶縁体-金員転移の初期過程を議論する。
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